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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結

累計期間
第61期

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年12月31日

自平成29年７月１日
至平成29年12月31日

自平成28年７月１日
至平成29年６月30日

売上高 （千円） 1,492,525 2,389,364 4,855,738

経常利益 （千円） 100,614 184,256 378,758

親会社株主に帰属する四半期（当期）純
利益

（千円） 124,239 172,642 311,748

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 122,581 187,376 340,873

純資産額 （千円） 1,157,637 1,700,538 1,540,150

総資産額 （千円） 6,673,789 6,713,185 6,366,671

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 17.86 22.57 44.43

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 17.05 － －

自己資本比率 （％） 13.5 21.3 19.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 185,542 408,522 116,462

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △175,485 △20,176 △200,978

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △114,273 △93,286 △209,333

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高（千円） 1,384,010 1,491,637 1,194,691

 

回次
第61期

第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.30 32.07

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第61期及び第62期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第２四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等
のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】
当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善、設備投資の持ち直しが見られる

など、緩やかな回復基調で推移しました。世界経済は、北朝鮮情勢の地政学的リスクが依然として懸念されている
ものの、米国・欧州を中心に回復がみられました。
このような状況のもと当社グループは、最終年度となる中期経営計画「新領域へのチャレンジ～新たなＫＩＴＡ

ＧＡＷＡの確立～」に基づき、引き続き３つの重点項目「真空プレス技術の新分野・新市場への拡大・浸透」「収
益力強化と価格競争力向上による強固な経営基盤の確立」「活力溢れる組織の実現」に積極的に取り組み、経営基
盤の強化を図るとともに、今後の大きな飛躍への土台造りにも取り組んでおります。
この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高2,389百万円（前年同四半期比60.1％増）、営業利

益198百万円（前年同四半期比90.9％増）、経常利益184百万円（前年同四半期比83.1％増）、親会社株主に帰属す
る四半期純利益172百万円（前年同四半期比39.0％増）となりました。
なお、当社グループは、主要製品が個別受注生産によるため、製品の受注金額・納期にバラツキがあり、大型案

件になるほど売上までに相当期間を要し、月単位での売上高が大きく変動するという特徴があります。
セグメントの業績は、次のとおりであります。

イ．産業機械事業
プリント基板用及び基板関連プレス装置の海外向け大型案件が好調に推移したことと、車載基板等の成形用プ

レス装置や自動車部品成形用搬送ライン・樹脂成形装置などの多様な売上があったため、売上高2,101百万円
（前年同四半期比95.0％増）、営業利益214百万円（前年同四半期比81.2％増）となりました。

ロ．建材機械事業
前連結会計年度と同様に、建材関連企業向け合板プレス・合板機械の売上が第４四半期連結会計期間に集中し

ているため、売上高227百万円（前年同四半期比31.1％減）、営業損失10百万円（前年同四半期は19百万円の損
失）となりました。

ハ．その他
油圧機器の主要販売先への売上が一時的に減少しましたが経費削減等に努めた結果、売上高60百万円（前年同

四半期比29.1％減）、営業利益は７百万円（前年同四半期比16.3％増）となりました。

(2）財政状態の状況
（資 産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は6,713百万円となり、前連結会計年度末に比べて346百万円の増加とな
りました。増加の主なものは、現金及び預金296百万円、商品及び製品133百万円、仕掛品126百万円、減少の主
なものは、受取手形及び売掛金230百万円であります。

（負 債）

負債は5,012百万円となり、前連結会計年度末に比べて186百万円の増加となりました。増加の主なものは、長
期借入金729百万円、流動負債その他に含まれる前受金211百万円、減少の主なものは、短期借入金771百万円で
あります。

（純資産）
非支配株主持分を含めた純資産は1,700百万円となり、前連結会計年度末に比べて160百万円の増加となりまし

た。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益172百万円によるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は1,491百万円となり、前

連結会計年度末に比べ296百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー
の状況とそれらの要因は、次のとおりであります。
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は408百万円（前年同四半期は185百万円の獲得）となりました。収入の主なも
のは、税金等調整前四半期純利益184百万円、売上債権の減少額241百万円、前受金の増加額211百万円、支出の
主なものは、たな卸資産の増加額246百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動の結果、使用した資金は20百万円（前年同四半期は175百万円の使用）となりました。収入の主なも

のは、保険積立金の解約による収入34百万円、支出の主なものは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に
よる支出26百万円、有形固定資産の取得による支出21百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動の結果、使用した資金は93百万円（前年同四半期は114百万円の使用）となりました。収入の主なも

のは、長期借入れによる収入1,000百万円、支出の主なものは、短期借入金の減少785百万円、長期借入金の返済
による支出302百万円によるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

な発生はありません。

(5）研究開発活動
当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５百万円であります。
なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,649,600 7,649,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

計 7,649,600 7,649,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

－ 7,649,600 － 1,335,010 － 1,340,745
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（６）【大株主の状況】

  平成29年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北川 条範 広島県府中市 730 9.55

北川精機取引先持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 696 9.10

内田 雅敏 広島県府中市 579 7.57

株式会社広島銀行
（常任代理人 資産管理サービス
信託銀行株式会社）

広島市中区紙屋町１丁目３－８

(東京都中央区晴海１丁目８－12)
347 4.54

北川 義行 広島県府中市 322 4.22

河原　栄 広島県府中市 164 2.14

株式会社マンセイ 広島県福山市駅家町法成寺1575-17 142 1.86

北川精機役員持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 141 1.85

大栄鋼業株式会社 広島県福山市霞町１丁目１－１ 111 1.45

北川精機従業員持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 103 1.35

計 － 3,336 43.62

（注）北川条範氏（当社前代表取締役会長）は平成29年12月22日に逝去いたしましたが、平成29年12月31日現在、名義
変更手続が未了のため、株主名簿上の名義に基づき記載しております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内 容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,700 －
権利内容に何ら限定のない、当社
における標準となる株式であり、
単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,646,800 76,468 同     上

単元未満株式 普通株式 1,100 － －

発行済株式総数  7,649,600 － －

総株主の議決権 － 76,468 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

北川精機株式会社
広島県府中市鵜飼
町800－８

1,700 － 1,700 0.02

計 － 1,700 － 1,700 0.02

 

２【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役会長 － 北川　条範
平成29年12月22日
（逝去による退任）

 
(2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性６名　女性０名 （役員のうち女性の比率0.0％）

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について仁智監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,197,691 1,494,637

受取手形及び売掛金 2,157,842 ※ 1,927,396

商品及び製品 10,677 144,494

仕掛品 365,612 492,188

原材料及び貯蔵品 132,600 118,468

その他 43,952 68,860

貸倒引当金 △10,723 △5,982

流動資産合計 3,897,652 4,240,062

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 629,426 612,211

土地 1,456,889 1,495,753

その他（純額） 150,025 156,811

有形固定資産合計 2,236,340 2,264,776

無形固定資産 13,996 22,024

投資その他の資産   

その他 249,801 199,712

貸倒引当金 △31,119 △13,390

投資その他の資産合計 218,681 186,322

固定資産合計 2,469,019 2,473,123

資産合計 6,366,671 6,713,185

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 703,011 ※ 735,530

電子記録債務 308,440 ※ 409,399

短期借入金 2,324,500 1,553,095

未払法人税等 57,406 40,876

賞与引当金 26,161 30,221

役員賞与引当金 8,000 4,000

製品保証引当金 54,900 51,114

受注損失引当金 29,018 3,400

その他 646,741 762,725

流動負債合計 4,158,179 3,590,362

固定負債   

長期借入金 254,492 984,161

役員退職慰労引当金 39,125 44,261

退職給付に係る負債 343,622 362,595

その他 31,101 31,266

固定負債合計 668,341 1,422,283

負債合計 4,826,521 5,012,646

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 8/17



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,335,010 1,335,010

資本剰余金 1,340,745 1,340,745

利益剰余金 △1,424,130 △1,251,487

自己株式 △1,094 △1,094

株主資本合計 1,250,529 1,423,172

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,005 562

為替換算調整勘定 6,866 8,951

その他の包括利益累計額合計 9,871 9,513

非支配株主持分 279,748 267,852

純資産合計 1,540,150 1,700,538

負債純資産合計 6,366,671 6,713,185

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 9/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 1,492,525 2,389,364

売上原価 1,055,715 1,833,384

売上総利益 436,810 555,979

販売費及び一般管理費 ※ 333,041 ※ 357,870

営業利益 103,768 198,109

営業外収益   

受取利息 173 402

受取配当金 449 489

為替差益 33,467 5,690

その他 6,023 6,932

営業外収益合計 40,114 13,515

営業外費用   

支払利息 23,764 20,780

固定資産除却損 13,697 9

その他 5,805 6,578

営業外費用合計 43,268 27,368

経常利益 100,614 184,256

特別利益   

受取保険金 9,946 －

特別利益合計 9,946 －

税金等調整前四半期純利益 110,561 184,256

法人税等 △2,802 18,309

四半期純利益 113,363 165,946

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △10,875 △6,696

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,239 172,642
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 113,363 165,946

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,966 5,612

為替換算調整勘定 3,251 15,817

その他の包括利益合計 9,217 21,430

四半期包括利益 122,581 187,376

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 133,457 194,072

非支配株主に係る四半期包括利益 △10,875 △6,696
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 110,561 184,256

減価償却費 38,030 36,865

賞与引当金の増減額（△は減少） 603 3,660

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,200 △4,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,774 17,223

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,226 5,135

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,415 △3,786

受注損失引当金の増減額（△は減少） 791 △25,618

工場移転損失引当金の増減額（△は減少） △30,206 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,781 △4,885

受取利息及び受取配当金 △623 △891

支払利息 23,764 20,780

為替差損益（△は益） △17,022 △152

固定資産除却損 13,697 9

受取保険金 △9,946 －

売上債権の増減額（△は増加） 119,421 241,335

たな卸資産の増減額（△は増加） △797,008 △246,163

仕入債務の増減額（△は減少） 359,102 131,423

前渡金の増減額（△は増加） △6,336 1,731

前受金の増減額（△は減少） 491,004 211,438

未払金の増減額（△は減少） △47,328 △39,872

未払費用の増減額（△は減少） △24,107 △36,792

未収消費税等の増減額（△は増加） △39,285 △15,646

その他 45,159 △5,911

小計 214,250 470,138

利息及び配当金の受取額 623 891

利息の支払額 △23,793 △20,600

受取保険金の受取額 9,946 －

損害賠償金の支払額 △10,063 －

法人税等の支払額 △5,422 △41,907

営業活動によるキャッシュ・フロー 185,542 408,522

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,300 △6,300

定期預金の払戻による収入 6,000 6,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △26,208

有形固定資産の取得による支出 △168,087 △21,880

有形固定資産の売却による収入 95 2

無形固定資産の取得による支出 － △1,733

投資有価証券の取得による支出 △979 △1,010

保険積立金の積立による支出 △6,906 △3,276

保険積立金の解約による収入 － 34,490

その他の支出 △100 △268

その他の収入 793 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △175,485 △20,176
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,181 △785,804

長期借入れによる収入 － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △131,854 △302,282

非支配株主への配当金の支払額 △2,600 △5,200

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,273 △93,286

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,608 1,886

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △83,607 296,946

現金及び現金同等物の期首残高 1,467,617 1,194,691

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,384,010 ※ 1,491,637
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年６月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 19,667千円

支払手形 － 94,267

電子記録債務 － 140,361

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日

　　至 平成28年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年７月１日

　　至 平成29年12月31日）

貸倒引当金繰入額 △14,781千円 △4,885千円

給与及び賞与 94,793 99,724

賞与引当金繰入額 7,338 8,131

退職給付費用 7,419 6,750

役員賞与引当金繰入額 3,900 4,000

役員退職慰労引当金繰入額 4,567 5,135

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成28年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年７月１日
至 平成29年12月31日）

現金及び預金勘定 1,387,010千円 1,494,637千円

預入期間が４か月を超える定期積金 △3,000 △3,000

現金及び現金同等物 1,384,010 1,491,637

 

（株主資本等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年７月１日 至 平成28年12月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      (単位:千円)

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 1,078,068 329,317 1,407,385 85,140 1,492,525 － 1,492,525

セグメント間の内部売上高
又は振替高

24 － 24 21,744 21,768 △21,768 －

計 1,078,092 329,317 1,407,409 106,884 1,514,294 △21,768 1,492,525

セグメント利益又は損失(△) 118,141 △19,066 99,075 6,563 105,638 △1,870 103,768

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年７月１日 至 平成29年12月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      (単位:千円)

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 2,101,957 227,034 2,328,991 60,372 2,389,364 － 2,389,364

セグメント間の内部売上高
又は振替高

32 － 32 23,968 24,000 △24,000 －

計 2,101,989 227,034 2,329,023 84,341 2,413,364 △24,000 2,389,364

セグメント利益又は損失(△) 214,093 △10,354 203,738 7,633 211,372 △13,263 198,109

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、主にたな卸資産の調整額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成28年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年７月１日
至 平成29年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 17円86銭 22円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 124,239 172,642

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額(千円）

124,239 172,642

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,957 7,647

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額 17円05銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 329 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で
前連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
 

２【その他】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月13日

北川精機株式会社

取締役会 御中

 

仁智監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山口 高志   印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 内藤 泰一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川精機株式会

社の平成29年７月１日から平成30年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川精機株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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